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　敷地に温泉、道の駅、運動場などがあり地域コミュニケーション

の拠点であり、保険・医療・福祉の総合施設である。施設全体を有

効利用するため、保険・医療・福祉の窓口を一本化した総合相談窓

口を設けてサービス提供を総合化している。広場に面して利用者や

訪問者の目的別に 4カ所の玄関があり、内部が全て接続している。

ほぼ平屋で計画することで連携がしやすく職員が分離しないように

している。

　1995 年の開所から地域のニーズに合わせて改修を行い施設を変化

させてきた。

↑施設全体像

↑法人理念↑アクセスマップ



・温泉アクティブセンター

　温泉とふれあいホールがあり、サービスとしては一般利用、健康教室、リハビリや運動の団体指導や個人指導を行っている。
　プールは 5800（円／月）で利用できる。見学時も多くの利用者がいた。

↑ふれあいホール
　多目的な利用がされており、特養入
居者や地域の人が発表会やスポーツを
したりしている。一般の人向けに時間
貸しも行っている。

←中庭テラス
　地域を巻き込んだバーベキューなどが行われる。元々は芝生だけの場所だったが、
車いすでも通りやすいようにパスが作られた。

　ホームヘルパーステーション、訪問看護ステーション、マネージメントセンターなど、在宅のサービスを集約している。

・在宅総合支援センターみまきの家

・ほのぼのホーム
・トレーニングセンター

・総合相談窓口

・ショートステイ

・地域交流スペース

　保険・医療・福祉すべての相談を
受け付けている。

　20 床の全室個室で看取りの場と
しても利用できる。利用は 1か月ま
でと期限を設けている。

　様々な地域活動やボランティア活
動のための空間で、天井が高い。
　デイサービスも同じ空間でサービ
ス提供している。

９床のグループホーム
一般の利用者もいるが、デイサービスで使った
り、グループホームの人が使うこともある。



※図はパンフレットより引用

・特別養護老人ホーム　ケアポートみまき
　66床のユニット型（全室個室）で入居者の平均介護度は 3.9。各ユニットで連続した空間でつながっているため、ユニッ
ト間の連携がしやすい。においはトイレで抜けるように計画されており、快適な居住環境が守られている。北側の居室から
は浅間山が見える。また、照明や壁の色が全室で違い、以前は表札もボランティアの人が彫って作っていた。

←個室前

　図面上の真ん中で合わさっ
ている部屋はトイレが共用に
なっている。室内の家具や個
室前に飾ってある植物などは
入居者の持ってきたものであ
る。

←真ん中の廊下

　天上から採光を取っている
ため、明るい通路になってい
る。写真左手側は元々重度介
護室であったが、現在は個室
になっている。

↑レストラン
　地域に開く目的で設けられた。入
居者の食事はここで作られ、各ユニッ
トに運ばれる。アクティブセンター
の利用者や職員が利用している。今
後は障害者の就労支援を計画してい
る。

↑工芸室
　現在は台所、テーブル、椅子が置
かれた部屋だが、将来は職員の託児
所にする計画がある。

↑サンルーム
　看取りの場所や入居者の家族の居
場所として使える六角形の部屋。建
物の南にあり、明るい空間で眺望も
良い。

・まとめ
　地域住民のニーズに応えている施設で、入所施設の入居者が閉じこまらないような建築計画や運営の配慮がされている。
地域住民が利用できる場所も充実しており、地域拠点として機能している。また、（公財）身体教育医学研究所が入っている
ことで、施設の発展がしやすくなると考えられる。
　今後、ボランティアの呼び込みなどを強化し、地域住民が施設を発展させ、それがまちに広がっていくようになる展開を
期待したいと思う。


